
宗
密
暉
師
の
繹
教

一
致
論

に
就
て

0

序

論

安

藤

義

鑑

一

唐
代
は
儒
佛
道
の
三
敷
共
に
隆
盛
を
極
め
把
時
代
で
あ
る
が
、
殊
に
六
朝
時
代
に
馨
然

こ
し
て
興
隆
を
極
め
た
佛

敷
は
、
此
の
唐
代
に
入
つ
て
愈
3
面
目
を

一
新
し
支
那
人
の
思
想
の
熟

し
だ
時
代
で
あ
つ
て
、

一
大
組
織
を
構
成
し

大
乗
佛
敷
の
眞
随
を
永
久

に
大
漢
の
土
に
樹
立
し
得
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
佛
教

の
大
勢
を
眺
め
る
に
、
陳
晴

の
際

に

三
論
宗
を
大
成
し
紀
嘉
詳
大
師
、
天
台
宗
を
大
成
し
π
智
者
大
師
、
何
れ
も
支
那
人
の
思
想
力
の
豊
富
を
實
謹
し
把

も
の
で
あ
る
が
、
唐
代
に
は
其

の
活
躍
は
頂
天
に
達
し
、
天
台

の
大
組
織
に
比
し
て
正
に
伯
仲
の
問
に
あ
り
冠
云
は

る
、
賢
首
大
師

の
華
嚴
宗
を
始
め
こ
し
て
、
四
分
律
宗
の
租
南
律
師
道
出具

唐
代
新
鐸
佛
典

の
権
威
玄
装
三
藏
の
法

相
宗
、
倶
舎
宗
、
浮
土
宗
を
大
成
し
花
る
善
導
大
師
、
支
那
に
初

め
て
密
敷
を
傳

へ
π
善
無
畏
三
藏
等
前
後
輩
出
し

て
佛
敷
界
塞
前

の
偉
観
を
呈
し
、
藤
宗
に
於

て
は
六
租
慧
能

の
南
藤
隆
盛
を
極
め
歎
多
の
學
匠
輩
出
し
、
唐
の
中
葉

宗
密
輝
師
の
輝
教
一
致
論
に
就
て
(
一
)

六
七



心
丞
密
噌闘
　師
の
嚢

で
致
諭
に
皿就
て
(
一
)

六
八

に
至

つ
て
稽
≧
衰
運
に
赴

い
π

天
台
・華
嚴

の
二
敷
に
荊
漢
大
師
溜
然
、
清
凛
大
師
澄
観
出
で
て
各

々
大
部
の
署
述

を
な
し
て

唄
旦
衰
蓮
に
傾

い
花
天
台
・
華
嚴
の
爲

に
萬
丈
の
氣
焔
を
あ
げ
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
巳極
端
に
ま
で

敷
義

の
論
戦
に
火
花
を
散
ら
し
互
ひ
に
干
業
を
交

へ
π
の
で
あ
る
。

帥
ち
當
時
は

剛
方
藤
宗

の
甚
だ
盛
ん
な
時
代
で
あ
つ
陀
か
ら
、
之
に
封
し
て
は
敷
観
並
び
傳

へ
す
し
て
軍

に
観
法

の

同
に
偏
し
、
敷
外
別
傳

ざ
幕
し
て
智
慧
の

一
面
を
輕
視
す

る
を
非
難
し
之
を
斥
け
て
闇
輝
ご
爲

し
、

一
方

に
於
て

は
玄
装
所
傳
の
法
相
権
敷
を
排
し
て

一
乗
の
幽
音
を
開
き
、
華
嚴
の
清
涼
大
師

が
華
嚴
宗

の
爲
め
に
大
に
氣
を
吐
く

に
及
ん
で
又
此
虜
に
華
嚴
に
封
抗
す

る
の
態
度
を
執

る
に
至
つ
牝
。

當
時
の
天
台
の
荊
漢
大
師
は
、
天
台
大
師
に
比
し
て
は
創
見
的
な
る
に
封
し
て
彼
は
祀
述
的
の
人
で
は
あ
っ
詑
け

れ
ど
も
、
天
台
宗
に
ご
つ
て
は
實
に
天
台
大
師
に
次
い
で
重
要
な
人
で
あ
る
。
然

る
に
彼

ご
同
時
に
華
嚴

の
清
凍
大

師
出
で
て
大

い
に
そ
の
宗
旨
を
振
は
す

に
及
び
、
荊
漢
は
時
に
之
ご
封
抗
せ
ん
ε
し
、
之
が
爲

に
從
來

の
天
台
宗

に

は
無
か
つ
泥
所

の
或
る
分
子
を
天
台
宗

に
加

へ
る
事

芒
な
つ
π
。
そ
れ
は
清
凛

が
盛
ん
に
「
起
信
論
」
を
引

い
て
其

の

華
嚴
敷
義

の
説
明
の
用
に
供
し
紀
の
で
、
荊
漢
も
亦
此
の
「
起
信
諭
」
を
引
き
取
b
之
に
依

つ
て
天
台

の

一
念
三
千
の

理
を
解
輝
せ
ん
こ
し
陀
事
で
あ
る
。
荊
漢
は
彼

の
渥
繋
佛
性
を
明
ら
か
に
し
π
る
「
金
剛
鋒
」
の
中

に
「
起
信
論
」
の
縁

起
的
な
も
の
を
最
も
多
く
慮
用
し
π
が
、
之
を
詳
し
く
考

へ
て
見

る
ご
荊
漢
が
「
起
信
論
」
を
用
ひ
だ
の
は
敵
論
者
に

劃
す

る
便
宜
上
か
ら
來
だ
も
の
で
あ
る
事
は
明
ら
か
な
事
で
あ
る
が
、
し
か
し
之
が
「
起
信
論
」
を
天
台

に
適
用
し
π



端
緒
ε
な

つ
て
後

の
天
台
宗

に
は
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
わ
匹
も
の
で
あ
る
。

一
方
に
華
嚴
宗
は
賢
首
入
寂
の
後
は
慧
苑
が
師
の
説
に
背

い
て
異
義
を
主
張
し
て
か
ら
衰

へ
て
ゐ
陀
が
、
清
凍

に

な
つ
て
彼
は
華
嚴
を
再
興
し
覚
。
慮

が
此
腱
で
考

へ
て
見
る
ご
清
凍
が
華
嚴
を
再
興
し
把
ご
云
ふ
事
や
、
叉
頑
述
的

で
あ
つ
陀
慮
は
非
常

に
天
台

の
荊
漢

に
似
て
居
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
上
當
時
の
灘
宗
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
花
事
の
甚

し
か
つ
陀
こ
ご
は
彼
自
身
灘
敷

一
致
の
端
緒
を
開

い
に
も
の
で
あ
つ
て
、
塗

に
彼

の
弟
子
陀
る
宗
密
藤
師
に
至

つ
て

全
く
灘
敷

一
致
論
を
書
ぐ
に
致
ち
し
め
陀
の
で
も
わ
か
る
。

之
を
以
て
見

る
に
清
凍
は
慧
苑

の
師
説

に
背

い
陀
異
議
を
排
し
て
賢
首

の
本
旨
に
復
せ
ん
ビ
し
て
居
た
の
で
あ
る

が
、
ヌ
大

い
に
そ
の
趣
ぎ
を
異

に
し
て
彼
濁
特
の
黙
が
あ
つ
把
の
で
あ
る
。
華
巖
敏
義

に
於
て
明
か
な
如
く
、
賢
首

は
頓
敷
な
る
も
の
を
説

い
て
ゐ
る
が
賢
首
の
時
代

に
は
未
だ
藤
宗

ご
云
ふ
も
の
は
眼
中

に
澱
か
な
か
つ
π
の
で
あ
る

か
ら
、
藤
宗

が
頓
敷
だ
こ
は
彼
は
考

へ
な
か
つ
だ
こ
云
う
て
良

い
。
然

る
に
清
涼

に
至

つ
て
は
頓
敷
ご
は
輝
宗
な
り

ざ
言
明
す
る
に
及
び
、
華
嚴

ご
輝

ざ
は
頗
る
接
近
す

る
に
至
つ
て
了

つ
把
の
で
あ
る
。
そ
の
上
清
凍
は
同
別
二
敷

に

就

い
て
論
じ
、
五
敷
を
配
し
次

の
如
く
云
う
て
居

る
。

1
別
敷
小
乗
(
四
阿
含
経
等
)

小
乗

1
同
敷
三
乗
(解
深
密
経
等
)

大
乗
始
敷

宗
密
輝
師

の
縄
歌

一
致
論

に
就
て
(
】
)

六
九



同
別
二
教
ー

宗
密
暉
師

の
縄
敷

一
致
論

に
就

て
(
一
)

ー
同
敷

一
乗
(
法
華
経
等
)

ー
別
敷

一
乗
(
華
嚴
経
等
)

1
大
乗
絡
敷

-
大
乗
頓
敷
(藤
宗
)

大
乗
圓
教

七
〇

ご
云
ふ
如
ぐ
に
定
め
て
以
て
藤
宗
な
る
も
の
を
同
敷

一
乗
の
極
致
で
あ
る
ざ
爲
し
、
而
も
之
に
反
し
て
天
台
な

る
も

の
を
絡
教
の
位
置
に
迄
降
下
し
て
了

つ
泥
の
は
即
ち
荊
漢

の
唱

へ
る
所

の
天
台
に
劃
抗
し
花
る
も
の
で
あ
つ
沈
の
で

あ
る
。
又
清
凛
は
「
起
信
論
」
の
中

に
説
く
所
の
李
等
差
別

一
に
し
て
こ
、
二
に
し
て

一
ε
説
く
性
相
融

の
論
に
基

い

て
殆
ん
ど
天
台
宗
の
特
色
こ
も
見
る
べ
き
性
悪
不
断

の
説
を
論
じ
て
、
天
台
で
は
佛
だ
か
ら
芝
て
よ
く
性
善
を
断
じ

π
の
で
は
無

い
し
、
ヌ
閾
提
だ
か
ら
こ
て
性
善
を
失

つ
π
の
で
は
無

い
ご
云
ふ
け
れ
ど
も
、
心
佛
衆
生

の
盤
性
は
無

鑑
で
あ
る
か
ら
如
來
も
亦
性
悪
不
断
で
あ
る
ざ
云
う
て
居
る
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
に
し
て
清
凍
は

一
方

に
は
輝
を
畢
げ
て
天
台
を
抑

へ
、
且

つ
天
台
の
理
を
却

つ
て
自
家

に
慮
用
し
て

天
台

ご
蜀
抗
せ
ん
こ
し
た
の
で
あ
る
。

此
庭

に
「
起
信
論
」
そ
の
も
の
に
就

い
て
見

る
に
、
「
起
信
論
」
な
る
も
の
は
眞
諦
の
謬
し
π
も
の
で
あ
つ
て
、
元
來

そ
の
説
く
所
は
阿
頼
耶
緑
起
の

一
派
の
論
を
示
す
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
が
玄
装
所
傳

こ
そ
の
説
き
方
が
違

ふ
爲
め
に
賢
首
大
師
は
此

の
玄
装
に
鋤
し
て
、
却

つ
て
此
の
「
起
信
論
」
の
説
を
繕
揚
し
て
玄
装
所
傳

の
説

に
反
封
し



「
起
信
論
」
に
於
て
李
等
差
別

一
盤
不
二
を
論
す
る
事
甚
だ
至
れ

る
も
の
あ
る
に
よ
り
、
大
乗
敷
の
眞
理
は
實
に
此
慮

に
至
つ
て
鑑
く
る
か
ら
之
を
大
乗
絡
敷
ざ
す

る
ざ
云
う
て
、
玄
装
所
傳

の
法
相
宗
を
抑

へ
て
然
る
後
華
嚴
は
其
の
最

上
位

に
あ
る
置
云
ひ
自
己
の
立
場
を
示
し
紀
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
賢
首
が

「
起
信
論
義
記
」
を
書

い
托
の
は
彼
が
、

「
三
論
宗
十
二
門
義
記
」
を
書

い
π
の
ざ
同
じ
様

に
法
相
宗

に
封
抗
す

る
遣
具
ご
云
う
て
良

い
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如

く
し
て
「
起
信
論
」
が
重
要
に
用
ひ
ら
れ
て
來
把
の
で

「
義
記

」
以
前

に
「
起
信
論
」
の
註
を
書

い
泥
人
が
無

い
の
で
は

な

い
け
れ
ど
も
,
賢
首
大
師
の
註
が
非
常
に
周
備
審
く
さ
"
る
無
き
が
爲

め
に
佛
数
史
上
蝕
り
重
く
見
ら
れ
な
か
つ

泥
「
起
信
論
」
が
、
大
い
に
學
者
達
の
研
究
を
促
進
す

る
様
に
な
つ
陀
の
で
あ
る
。
就
中
此

の
唐
の
荊
漢
清
凍
の
時
代

に
至

つ
て
は
、
清
凍
は
盛
ん
に
之
を
用
ひ
て
其
の
性
相
融
會
差
別
不

顧
=

禮
を
説
く
所
か
ら
し
て
前
述
し
紀
る
檬
に

性
悪
不
断
論
の

一
依
愚

こ
な
り
、
絡
に
は
賢
首
が
大
乗
終
敷

ざ
爲
し
把
る
此
の
「
起
信
論
」
を
ば

一
暦
畢
揚
し
て
、
之

を
殆
ど
圓
敷

に
班
せ
し
む
る
に
至
つ
だ
の
で
、
結
局
之
に
依

つ
て
藤
敷

一
致
を
謹
明
す

る
所

の

一
根
撮

こ
す
る
こ
ご

、
な

つ
て
來
紀
の
で
あ
る
。
之
が
宗
密
に
至
つ
て
其

の
極
に
達
し
、
遽
に
藤
敷

一
致
論
こ
な

つ
セ
の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
「
起
信
論
」
は
そ
れ
自
身
の
敷
義
に
は
關
係

の
無

い
こ
ご
で
あ
る
が
藤
激

一
致
論
の
根
撮

こ
な
つ
て
來
て

了

つ
陀
の
で
あ
る
。

二

翻

っ
て
此
虜
に
輝
宗
の
み

に
就

い
て

見
る
に
、
達
磨
以
後
は

慧
可
・
信
燦
・
道
信
・弘
忍
の
五
祀
迄
の
間
は
不
明
ご

宗
密
薩
…師
の
輝
山敏
一
致
論
に
就
て
(
一
)

七
一



宗
・密
藤
師
の
麗
歌
一
致
論
に
就
て
(
一
)

七
二

さ
れ
て
居
る
位

で
あ
つ
陀
が
、
僅
か
に
四
組
の
下
で
別
に
牛
頭
の
灘

ご
云
ふ
も
の
が
分
れ
柁
の
み
で
、
五
祀
の
下
に

來

て
は
か
の
有
名
な
る
六
租
慧
能

ご
紳
秀
こ
の
壁
書
の
こ
ざ
か
ら
途
に
南
頓
北
漸

の
匠
別
が
出
來
て
所
謂
南
灘
北
暉

と
な

つ
陀
。
六
租
の
灘
は
南
方

に
行
は
れ
陀
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
法
系

に
薦
す
る
大
底

の
人

が
皆
南
方
に
化

を
布

い
た
か
ら
で
あ
つ
て
、
懐
譲
・
行
思
・馬
租
・
百
丈
・黄
棄
・
潟
山
・
仰
山
・雲
門
・
洞
山
・
曹
山
・
石
頭
等
皆
南
方
に
居

元
。
こ
こ
ろ
が
北
方

に
頓
蔵
を
布

い
た
人
に
は
僅
か
に
臨
濟

の
義
玄
灘
師
が
北
方
鎭
州

の
臨
濟
院
に
居

つ
た
位

の
も

の
で
あ
る
か
ら
,
北
方
に
は
神
秀

の
北
灘

の
み
が
勢
力
を
振

っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
之
に
就

い
て
「
景
…徳
傳
燈
録
」
憲

五
を
見

る
に
、

困
繭

宗
盛
"化
。
秀
徒
衆
往
往
磯
昌南
宗
白

。
鮨
大
師
不
シ識
二
字
u。
有
荷

所
ツ長
。

ご
云
う
て
あ
る
程
で
あ
る
。

此
庭
に
於

い
て
六
祓
下
の
荷
澤
は
天
寳
年
間
に
北
方

に
行
つ
て
南
頓
の
爲
に
氣
焔
を
吐
い
た
。
斯
く
し
て
荷
澤
が

北
方
で
南
頓
の
爲

に
氣
焔
を
畢
げ
花
事
が
爾
派
の
接
鯛

ビ
な
り
、
南
頓
北
漸
は
水
乳
の
和
合
を
鉄
き
南
北
封
抗
し
、

箏
ひ
が
随
分

ざ
烈
し
ー
な
つ
把
の
で
あ
る
。
「
宋
高
僧
傳
」
を
見
る
ざ
、

南
北
二
宗
時
始
判
焉
。
致
輔普
寂
之
門
盈
而
後
虚
一。
天
賓
中
御
史
盧
変
阿
畠比
於
寂
一。

謳
奏
會
聚
'徒
疑
繭
昌不
利
一。

:
:
…
-
勅
徒
昌荊
州
開
元
寺
般
若
院
一。

ど
云
ひ
、
宗
密
も
彼
の
「
鳳
聾
経
大
疏
鋤
」
霧
三
に
、



天
寳
十
二
年
。
被
藩
聚
衆
。
勅
黙
ざ
陽
郡
至
十
三
載
。
…
…
…
ヌ
敷
多
移
荊
州
開
元
寺
。

ご
云
う
て
居
る
の
を
見
て
も
當
時
の
南
北
の
檬
子
が
知
ら
れ
る
。
斯
く
の
如
く
で
あ
つ
弛
爲
め
に
心
あ
る
者
は

一
方

に
偏
し
、
他
方
に
執
す
る
有
榛
を
見
る
に
偲
び
無

い
も
の
が
あ
つ
に
の
で
あ
る
。
・其
虚
で
南
陽

の
白
崖
山

に
居
π
所

の
慧
忠
は
紳
會
(荷
澤
)逝

い
て
後
直
ち
に
之
に
代

つ
て
、
南
藤
を
京
師

に
唱
導

し
π
人
で
あ
る
が
、
彼
は
南
方
輝
將

の
弱
購
を
刺

い
て
大

い
に
刺
戟
を
與

へ
、
身
心

一
如
の
大
畳
心
を
持
し
て
帥
心
帥
佛
の
謬
解
を
斥
け
、
達
磨
正
宗

の

眞
随
に
徹
し
て
此

の
時
代
の
あ
ら
ゆ
る
映
織
を
指
摘
し
、
徒
ら
な

る
戯
論
を
排
し
て
遽

に
藤
漱

岬
致

の
論
を
出
す
に

至
つ
ね
の
で
あ
る
。
當
時
南
方
の
暉
者
は
口
に
任
せ
て
説
き
、
多
く
経
論
を
輕
ん
じ
髭
る
に
か
、
は
ら
す
、
彼
は
反

封
に
博
く
経
律

に
渉
り
兼
ね
て
論
藏
を
研
究
し
把
の
で
あ
る
。
彼
の
言
を
見
る
に
、

示
レ衆
日
。
藤
宗
學
者
慮
蓮

昌佛
語

一
乗
了
華

契
中
心
源
逼。
不
了
義
者
互
不
昌相
許
μ。
如
薗師
子
身
最
"。

ざ
云
う
て
居

る
。
か
く
し
て
慧
忠
は
藤
敷

一
致
説
を
出
し
て
當
代
に
向

つ
沈
の
で
あ
る
。

三

上
述
の
如
く
當
時
は

一
方

に
清
凛
ご
荊
漢

ご
が
「
起
信
論
」
を
引
き
出
し
て
論
じ
合
ひ
、
互
ひ
互
ひ
に
干
業
を
交

へ

て
而
も
其
の
末
は
之
が
輝
敷

一
致
論

の
根
撮
を
爲
す
事
ご
な
り
、

一
方
灘
宗

に
於
て
も
南
頓
北
漸
は
徒
ら
な

る
箏
ひ

に
陥
り
、
結
局
は
そ
の
箏

ひ
か
ら
飛
躍
を
欲
し
て
ゐ
髭
榛
な
時
で
、
慧
忠
の
様
な
人
が
出
て
灘
敷

一
致
説
を
出
す
様

に
な
つ
て
ゐ
π
の
で
あ
る
。

宗
密
騨
師
の
輝
教
一
致
論
に
就
て
(
一)

七
三



宗
密
騨
師
の
輝
教
一
致
論
に
凱
て
(
一
)

七
四

此
の
盛
ん
な
而
も
最
も
重
大
な

る
時
代
を
受
け
て
出

π
宗
密
灘
師
は
此
虜
に
彼
濁
特
な
る
明
断
な
る
頭
憐

ご
確
固

だ
る
信
念
に
基

い
て
「藤
源
諸
詮
集
」
を
著
は
し
、
藤

の
諸
派
を
批
判
し
、
佛
敷
剃
繹
を
試
み
遽
に
理
路
ご
組
織

ご
共

に
整
然
彪

る
灘
敷

一
致
論

に
封
達
し
た
の
で
あ
る
。
彼
自
身
「
灘
源
諸
詮
集
」
に
曰
く
、

法
久
成
レ弊
。
錯
謬
者
多
。
経
論
學
人
疑
誘
亦
衆
。
原
夫
佛
説
頓
敷
漸
数
一。
輝
開
邑頓
門
漸
門
謁
二
敷

二
門
各
相
符

　

も

　

も

契
。
今
講
者
偏
彰
漸

義
一。
繹
者
偏
播
頓

宗
一。
繹
講
相
逢
胡
越
之
隔
。
宗
密
不
シ知
宿
生
何
作
薫
一得
此
心
一。
自
未
畠

解
脱
一欲
レ解
畠他
縛
一。
爲
シ法
忘
出於
躯
命

欄
y人
切
塑於
紳
情
一。

置
云
う
て
藤
敢

こ
い
ふ
も
の
を
明
ら
か
に
し
て
共

に
佛

の
本
源
に
餅

さ
ん
ε
し
、
又
曰
く
、

む

む

り

　

む

む

む

但
佛
経
開
張
羅
天

千
入
部
之
衆
一。
藤
偶
撮
略
就
一此
方

一
類
之
機
蝋。
羅
レ衆

則
溝
蕩
難
レ依
。
就
レ機
則
指
的
易
レ見
。

む

む

む

む

む

む

む

む

・今
之
纂
集
意
在
.斯
焉
。

ご
云
う
て
「
藤
源
諸
詮
集
」
を
編
纂
せ
る
意

こ
そ
の
立
場
ご
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
。
故

に
當
時
の
相
國
斐
休
は
彼

に

最
も
親
し
か
つ
把
人
だ
が
同
書
に
序
を
書
い
て
そ
の
始

め
に
、

未
曾
有
也
。
自
二如
來
現
.世
随
レ機
立
レ敷
同
示
轟妙
輩

。

菩
薩
問
生
様
〃病
指
.藥
。

故

一
代
時
数
闘
深

淺
之
二
門
一。

も

　

も

　

　

も

も

も

も

も

　

も

も

あ

も

も

も

ち

　

　

一
眞
浮
心
演
輔性
相
之
別
法
一。

馬
龍

二
士
皆
弘
調
御
之
説
一。
而
性
塞
異
y宗
。
能
秀

二
師
倶
傳
達

磨
之
心
舶。
而
頓

漸
殊
.稟
。
荷
澤
直
指
昌知
見
一江
西

一
切
皆
眞
。
天
台
專
依
同三
輩

。
牛
頭
無
ツ有
二

法
一。
其
他
塞
有
相
破
。
眞
妄
相

牧
反
奪
順
取
密
指
顯
説
。
(中
略
)

錐
7但
爲
謹

悟
之
門
鑑
是
正
眞
之
道
一。
諸
宗
門
下
皆
有
寧達
人
鵡。
然
各
安
・所

習
一。



通
少
局
多
故
。
敷
十
年
來
師
法
盆
壊
。
以
轟承
稟
一爲
昌戸
鵬
一各
自
開
張
。
以
昌経
論
一爲
昌干
業
一互
相
攻
撃
。
情
随
昌函
矢
一

而
遷
愛
。
法
逐
轟人
我
一以
高
低
是
非
紛
摯
莫
轟能
辮
ツ則
。
向
者
世
奪
菩
薩
諸
方
敷
宗
。
適
星

以
起
轟箏
後
人
一培
甑煩
惜

　

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

　

　

む

む

む

む

む

む

む

む

む

病
占。
何
利
盆
之
有
哉
。
我
圭
峰
大
師
久
而
歎
日
。
吾
丁

此
時
一不
苛

昌以
黙
一夷
。
於
レ是
以
昌如
來
三
種
激
義
一。
印
昌暉

む

む

む

む

　

宗
三
種
法
門
一。
融
瓶

盤
叙
釧
一翁
=

金
u。
携
蘇

酪
醍
一爲
昌
一
味
一。
振
・綱
領
一而
器
者
皆
順
。

ε
云
う
て
鯨
す
所

が
な

い
。
斐
休
は
術
そ
の
後

に
圭
峰
を
賞
し
て
、

む

む

む

む

む

む

む

若
昌吾

師
一者
。
捧
昌佛

日
一而
委
曲

廻
照
。
疑
曖
鑑

除
順
昌佛

心
一。
而
横

亘
二大
悲

窮

レ掬

蒙
・盆
。
則
世
奪

爲
亀閲
敷

之
圭
一。

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

　

む

　

む

む

む

む

む

む

む

む

む

吾
師
爲
昌會
敷
之
人
一。
本
末
相
符
遠
近
相
照
。
可
.謂
畢

二
代
時
敷
之
能
事
一尖
。

　

ε
云
う
て
世
奪

ご
宗
密

ご
に
依

つ
て
本
末
相
符
し
て

一
代
時
敷

の
能
事
畢
れ
り
ご
さ

へ
言

つ
て
居
る
。

再
び
此
庭
に
考
察
す
る
に
彼
の
輝
敷

一
致
論
は
上
來

に
於
て
述

べ
て
見
紀
如
く
、
そ
の
還
境
の
影
響
ご
要
求
ご
に

依
つ
て
作
さ
れ
π
ご
同
時
に
彼
濁
特

の
高
き
見
地
か
ら
全
佛
敷
を
批
剃
し
て
そ
の

一
致
を
明
ら
か
に
し
、
遽

に
騨
奪

の
根
本
精
紳
の
本
源
に
蹄
さ
ん
ご
し
托
も
の
で
あ
る
。
即
ち
輝
奪
は
種

々
な
る
機
根
に
懸
じ
て
種
を
な

る
説
法
を
な

さ
れ
陀
け
れ
ど
も
、
そ
の
目
的
ご
す
る
所
は

一
で
あ
る
こ
い
ふ
所
に
蹄
さ
ん
ご
し
て
、
彼

の
思
想
内
容

こ
し
て
の
絶

封
眞
心
、
換
言
す
れ
ば
絶
封

魁
心
を
高
唱
し
把
の
で
あ
つ
陀
。
斐
休
の
「
傳
法
碑
」
に
、

鐸
迦
佳
'世
入
十
年
。
爲
昌無
量
天
人
聲
聞
菩
薩
一。
説
昌種
種
法
一最
後
以
邑法
眼
一付
邑大
迦
葉
一。
命

租
租
相
傳
一別
行
蛤子

世
一。
願
此
法
衆
生
之
本
源
。
諸
佛
之
所
謹
。
超
二

切
理

離
二

切
担

。
不
.可
雪以
邑言
説
智
識
有
無
隠

顯

推

求

而

宗
密
縄
師

の
暉
教

一
致
論

に
就

て
(
一
)

七
五



宗
轡
灘
師

の
暉
{敏

一
致
論

に
就

て
(
一
)

得
㌔

但
心
心
相
印
。
印
印
相
契
使
}白

謹
知
一光
明
受
用
而
已
。

ε
あ
る
が
、
此
の
如
き
所
で
あ
り
、
叉
「藤
源
諸
詮
集
」
の
序
の

如
來
錐
昌別
説
嘲三
馨

。
後
乃
通
爲
轟
一
道

。

ざ
云
ふ
所
で
あ
つ
沈
の
で
あ
る
。
以
下
本
論
に
入
つ
て
そ
の
詳
細
を
見
や
う
。

審

論

七
六

}

先
づ
最
初
に
宗
密
の
傳
を
見

る
に
、
宗
密

は
姓
は
何
ざ
云
ひ
、
果
州
西
充
の

人
で
あ
つ
て
、
「
宋
高
信
傳
」
及
び

「
景
徳
傳
燈
録
」
に
は
元
和
元
年
出
家

ご
し
て
居

る
が
、
「
圓
畳
縄
大
疏
鋤
」
巻

一
之
下
を
見
る
ご
宗
密
自
ら

即
七
歳
乃
至
十
六
七
爲
儒
學
。
十
八
・
九
・
二
十

一
・
二
之
問
素
服
荘
居
。

二
十
三
叉
郁
全
功
専
於
儒
學
。

乃
至
二

十
五
才
過
灘
門
。
方
出
家
奥
。

ご
あ
る
か
ら
宗
密
は
幼
少
の
時
分
は
專
ら
儒
學
を
修
め
、
長
じ
て
経
論
を
習
ひ
唐
の
徳
宗
帝
貞
元
十
九
年
二
十
五
歳

に
し
て
灘
門

に
出
家
し

て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
故

に
「
宋
高
僧
傳
」
「
景
徳
傳
燈
録
」
に
元
和
元
年
ご
あ
る
は
誤
b
で
あ
る

ざ
云
ふ
可
き
で
あ
る
。
彼
の
授
業
師
は
「
圓
畳
維
大
疏
鋤
」
懇

一
を
見
る
ご
、

逡
州
在
沿
江
南
西
岸
。
宗
密
家
貫
果
州
。
因
遽
州
有
義
學
院
大
閾
儒
宗
。
遽
投
詣
進
業
。
経
二
年
後
和
省
(道
圓
)



從
西
川
遊
化
至
此
州
。
逮
得
相
遇
。
問
法
契
心
。
如
針
茶
相
投
也
。

と
あ
る
か
ら
逡
州
大
雲
寺
の
道
圓
で
あ
る
。
宗
密

が
斐
休
の
爲
に
記

せ
る
「
藤
門
師
資
承
襲
圖
」
に
依
る
ご
、

六
祀
慧
能
ー
荷
澤
紳
會
-
磁
州
智
如
-
盆
州
南
印
ー
遽
州
遣
圓
-
圭
峯
宗
密

で
あ
る
。
「
景
徳
傳
燈
録
」
第
十
三
に
は
磁
州
智
如
は
磁
州
法
如

こ
し

て
居
る
。
叉
盆
州
南
印
は
荷
澤
の
直
弟

ざ
な
し

荊
南
惟
忠
を
法
如
の
嗣

こ
し
て
居
て
そ
の
傳
を
載
せ
な

い
。
そ
れ
か
ら
後
彼
は
「
圓
畳
経
」
を
得
て
威
悟
流
涕
禁
す
る

能
は
す
、
之
を
自
ら
叙
し
て
、

/

宗
密
沙
彌
時
。
於
彼
州
。
因
赴
齋
講
。
到
府
吏
任
灌
家
。
行
経
之
次
。
把
著
此
圓
箆
之
霧
。
讃

之
爾
三
紙
。
已
來

不
畳
身
心
喜
躍
。
無
可
比
喩
。
自
此
耽
翫
乃
至
如
今
。

巴
云
う
て
居
る
。
道
圓
輝
師
も
彼

に
、

も

し

汝
當
鵠大
弘
圓

頓
之
敷
一。
此
経
諸
佛
撰

汝
耳
。

ざ
云
う
だ
程
で
あ
る
。
之
に
依

つ
て
彼
は
歎
年
の
問
圓
畳
経
を
勉
強
し
陀
が
意
に
満
把
な
か
つ
把
の
で
、
華
嚴
法
界

観
門
を
尋
研
し
て
江
山
を
過
ぎ
、
元
和
元
年
に
は
裏
州

に
抵
り
、
恢
畳
寺

の
露
峰

に
遇
う
π
。
露
峰
は
華
嚴
の
清
凍

の
弟
子
で
あ
つ
て
、
宗
密
が
會
見
し
π
時
は
病
床
に
寝
て
思
π
が
、
此
の
時
宗
密

は
蕪
峰
よ
り
清
凛
大
師
澄
観

の
著

述
に
係

る
「
華
嚴
疏
」
を
得
て
大

い
に
喜
び
、
「
吾
れ
藤

に
南
宗
に

遇
ひ
、
敷

に
圓
畳

に
逢

ふ
。
而
し
て
今
又
此
の
文

に
接
す
我
意
足
る
。
」
ご
云
う
て
以
後
大
い
に
之
を
研
究
し
陀
。
日
夜
怠
ら
す
し
て
蓬
に
舘
然

こ
し
て
大
悟
し
麗
敷
共

宗
密
輝
師
の
輝
教
一
致
論
に
就
て
(
一)

七
七



宗
塘
縄
師
の
暉
教
一
致
論
に
就
て
(
一
)

七
八

に
通
す
る
事
を
得
把
。
翌
元
和
六
年
に
は
東
都
永
穆
寺

に
行

つ
て
徒
衆
の
爲
め
に
講
述
を
爲
し
、
同
年
九
月
七
日
に

講
を
了

つ
陀
が
聴
衆
は
皆
妙
法
に
遇
ふ
事
を
得

て
大
威
喜
し
、
胃
を
断

つ
て
そ
の
懇
誠
を
表
し
陀
程
で
あ
る
。
然
し

宗
密
は
之

に
依
る
師
無
き
を
以
て
自
ら
意
を
安
ん
せ
す
、
彼
は
直
ち

に
小
師
玄
智
輝
を
使

こ
し
、
清
凛
大
師
澄
観
に

書
を
致
し
所
解

を
述

べ
て
遽
に
師
資

の
禮
を
執

つ
だ
の
で
、
清
凛
は
之
を
見
て
復

し

て

曰

く
。
「
汝
所
.解
猶
昌吾
之

心
こ
ご
云
う
把
の
で
直
ち
に
都
に
入
り
、
清
凍
大
師
に
事

へ
敷
を
受
け
だ
。
そ
れ
よ
り
盛
に
藤
激

一
致
を
唱

へ
だ
の

で
あ
る
。
終
南
山
智
炬
寺
に
て
大
藏
維
を
閲
し
、
長
慶
元
年
正
月

に
は
退

い
て
終
南
山
草
堂
寺

に
居
り
、
後
復
圭
峰

蘭
若
に
入
つ
把
。
文
宗
帝

の
太
和

二
年
に
は
徴
さ
れ
て
入
内
し
紫
衣
を
賜
は
つ
て
大
徳
こ
な

つ
把
。
、
「
宋
高
僧
傳
」
に

は
會
昌
元
年
入
滅

ご
あ
る
が
、
斐
休

の
「
傳
法
碑
」
に
依
れ
ば
開
成
五
年
に
壽
六
十
有

二
に
し
て
寂
し
陀
。
定
慧
灘
師

ご
論
す
。
彼
の

一
代
の
著
書
は
、

圓
畳
経
大
疏

廿
六
憲

華
嚴
論
貫

十
五
憲

起
信
論
疏

五
巻

原
人
論

一
憲

四
分
律
疏

五
憲

藤
源
諸
詮
集

百
憲

そ

の
他
浬
繋
・
金
剛
・唯
識
・
孟
蘭
盆
法
界
観
行
願
経
等
の
纒
疏
、

禮
幟
修
謹
・圖
傳
・
纂
略
等
凡
そ

二
百

巻

に

達

し

陀
。
而
し
て
藤
激

剛
致
論
を
圭
こ
し
て
書

い
陀
も
の
は

「藤
源
諸
詮
集
」
百
憲
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
は
そ
の
都
序

　

ら

四
恕
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
此
慮
に
彼
の
藤
敷

一
致
論
を
述

べ
ん
こ
す
る
の
も
此

の
都
序
四
憲
に
依

る
の
で
あ
る
。

因
み
に
之
に
序
を
書
け
る
斐
休
に
就

い
て
見
る
に
休
は
宣
宗
帝

に
仕

へ
て
相
國
で
あ
つ
だ
人
で
休

の
傳
に
、



家
世
奉
佛
。
休
尤
深
於
繹
典
。
太
原
鳳
翔
近
名
山
。
多
僧
寺
。
視
事
之
隙
Q
遊
践
山
林
。
與
義
學
僧
講
求
佛
理
。

中
年
後
不
食
萱
血
。
常
齋
戒
屏
嗜
欲
。
香
燈
具
典
不
離
。
齋
中
歌
賛
以
爲
法
樂
。

ご
云
う
て
あ
る
程

に
佛
激
に
心
酔
し
把
人
で
あ
つ
て
、
常

に
宗
密
に
最
も
親
し
く
敷

へ
を
受
け
π
人
で
あ
る
。
宗
密

の
著
書
は
殆
ど
休
が
序
を
書

い
て
居
る
。

二

宗
密
は
右
の
傳

に
明
ら
か
な
榛
に
始

め
藤
を
溢
圓
に
學
び
、
華
嚴
を
澄
観

に
學
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
彼

の
思
想

の
影
響
は
灘
は
道
圓
の
系
統
把
る
荷
澤
沸
會
の
思
想
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、
敷
は
澄
観
の
思
想
を
汲
む

も

の

で

あ

る
o今

荷
澤
の
暉
思
想
を
見
る
に
、
荷
澤
は
云
ふ
迄
も
な
く
六
祀
慧
能

に
受
け
て
出
花
人
で
あ
つ
て
.
眞
塞
を
力
説
し

無
念
を
宗

こ
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
言

に
、
「
眞
塞
は
是
れ
燈
、
妙
有
は
是
れ
用
、
妙
有
は
即
ち
摩
詞
般
若
、
眞
塞
は

あ

も

も

も

も

　

帥
ち
清
浮
浬
繋
、
般
若
は
無
知
に
し
て
浬
薬
を
知
り
、
浬
繋
は
無
生

に
し
て
般
若
を
生
す
。
故
に
有
無
隻

べ
混
じ
心

境
爾
つ
な
が
ら
亡
す
、
此
庭
に
於

て
か
善
悪
の
拘

る
所
こ
な
ら
す
、
静
齪
の
撮
…す
る
所
こ
な
ら
す
、
生
死
を
厭
は
す

浬
繋
を
樂
し
ま
す
、
無
も
無
な
る
能
は
す
有
も
有
な

る
能
は
す
,
行
佳
坐
臥
動
揺

せ
す
、

一
切
時
申
無
所
得
を
得
。

三
世
諸
佛

の
激
旨
斯

の
如
し
。
」
ご
云
う
て
居
る
。
荷
澤
は
天
寳
年
間
洛
陽
に
赴
む
き
、
「
顯
宗
記
」
を
書

い
て
大

い
に

南
頓
の
爲

に
氣
焔
を
吐

い
陀
の
で
あ
つ
た
が
、
宗
密
が
此
の
系
統
に
出
π
の
は
全
く
北
方
に
弘
ま

つ
π
南
灘
は
荷
澤

宗
密
輝
師
の
輝
…教
一致
論
に
就
て
(
一
)

七
九



宗
轡
暉
師
の
暉
教
一
致
論
に
就
て
(
一
)

、

・

入
0

に
始
ま
る
か
ち
の
事
で
あ
る
。
荷
澤

の
思
想
は
叉
此
の
「
顯
宗
記
」
に
依
つ
て
明
ら
か
で
あ
つ
て
、
そ
の
思
想
は
信
肇

の
般
若
無
知
混
薬
無
明
の
論
ご
良
く
似

て
ゐ
る
。
此
の
荷
澤
の
流
れ
を
宗
密
は
受
け
て
ゐ
る
が
宗
密
自
ら

「
圓
畳
経

大
疏
鋤
」
の
中

に
、

荷
澤
大
師
所
傳
。
謂
萬
法
既
塞
。
心
膣
本
寂
。
寂
帥
法
身
。
帥
寂
而
知

…
…
…
寂
知
之
性
。
畢
騰
随

縁

作

種

種

む

　

門
。
方
爲
眞
見
。
寂
知
如
鏡
之
澤
明
。
諸
縁
如
能
現
影
像
。
荷
澤
深
意
本
來
如
此
。

ご
云
う
て
ゐ
る
如
く
荷
澤

の
思
想
を
汲

ん
だ
の
で
あ
る
。

次
に
澄
観

の
思
想
を

一
瞥
す
る
に
、
澄
槻

の
本
宗
こ
す

る
華
嚴
は
之
を
銭
塘

の
天
竺
寺
の
法
読

に
稟
受
し
セ
の
で

あ
つ
て
、
非
常
に
博
學
な
人
で
三
論
・
律
。
天
台

り
敷
概
華
嚴

の
法
門
等
よ
り

経
・
傳
・子
・史
・
梵
書
・
四
國
・
五
明
・児

術

に
至
る
迄
博
綜
ぜ
ぬ
も
の
は
な

か
つ
把
程
で
φ

つ
把
。
斯
く
し
て
澄
観

は
華
嚴
の
中
典
こ
し
て
學
徳

一
世
を
風
靡

し
陀
人
で
あ

る
が
、
叉
藤
に
も
墾
じ
紀
の
で
あ
つ
て
、
「
景
徳
傳
燈
録
」
窓
十
三
に
依
る
ご
荷
澤
棘
會
の
嗣
こ
し
て
五

台
山
無
明
を
爆
げ
、
そ
の
嗣

こ
し
て
五
台
山
清
凍
寺
澄
槻
を
畢
げ
て
居

る
。
又
宗
密

の
「
灘
門
師
資
承
襲
圖
」
に
も
棘

會

の
嗣
に
潭
査
無
名
を
畢
げ

無
名

の
嗣
に
華
嚴
疏
圭

ご
記
し
て
あ
る
が
、
華
嚴
疏
圭
ざ
は
澄
観
の
事
で
あ
る
。
故

に
澄
概
は
牛
頭

の
輝

や
荷
澤

の
灘
に
接
し
控
も

の
で
あ
る
事
は
疑
ひ
を
容

れ
な
い
。
「
高
信
傳
」
を
見
て
も
彼

の
學
徳

兼
備
な
る
を
述

べ
て
後
に
、

　

十
年
就

蘇

塑

從
・湛
然
法
師
一。
碧
昌天
台
止
観
法
華
維
摩
維
疏
一。

叉
謁
昌牛
頭
山
忠
師
・
径
山
欽
師
・
洛
陽
無



も名
師

一。
沓
昌決
南
宗
藤

法
一。
復

見
執慧

雲
灘

師
一了
論北
宗

玄
理

。

ご
あ

る
。

そ
れ

で
彼

の
思
想
は
當
然
暉

思
想
を
含

ん
で
ゐ

る
も
の
で
あ

る
事
は
論

を
待
だ
な

い
の
で

あ
る
。
そ
れ
故

に
澄

観

の
心

要

こ
す

る
所

は
灘

家

ざ
そ
の
揆

を

一
に
し

て
ゐ
る
の
で
あ

つ
て
、
此

の
立

場
か
ら
彼

の
華
嚴

に
饗
す

る

態

度

を
見

て
も
、

帝
問
昌國
師
澄

観
一日
。
華
巌
所
レ詮
何
謂
こ法
界
一。
奏

日
。

法
界
者

一
切
衆

生
之
本
騰

也
。

礎
"本
以
來
震
明
廓
徹
廣

大
虚
寂
唯

一
眞

境
而
已

。

無
レ有
嵩形
貌

一而
…蘇
羅
大
子
無
レ有
昌邊
際

一。

葡
含
恥
傷
有
一。

昭
二昭

於
心
自

之
問
一而
不
レ可
v

観
。
晃
昌晃
於
色
塵

之
内
一而
理
不
レ可
レ分

。

非
二徹

法
之
慧

自
離
念
之
明
智
一。
不
レ能
レ見
昌自
心

如
シ此

之
禦
涌
…一也
。
故

世
奪
初

成
昌正
畳
一。
歎

日
。
奇
哉
我
今

普
見
・二

切
衆

生
一。

具
晶有
如
來
智
慧

徳
相
一。

但
以
芒
女
想
執
曲奮
而

不
レ能
・謹

得
一。
於
p是
繕
二法
界
性
一譲

垂

嚴
纒
一Q
全

以
も
呉
塞
}簡
レ情
事

理
融

撮
Q

(練
藏
経
第
一
輯
、
第
二
樋

第
三
套
、
第
四
班
)

ご
あ
る
を
見

て
も
彼

の
華
嚴
観

を
伺

ふ
に
足

る
の
で

あ
る
。

此
虚

で
五
台

山

に
就

い
て
考

へ
る
に
、

五
台
山

は
華
嚴
宗

の
專
門

道
場

こ
も
云

協

べ
く
文
殊

慮
跡

の
聖

地

こ
し

て

信
せ

ら
れ

て
、
華
嚴
縄

の
研

究

は
最

も
早
く

か
ら
此

の
五
台
山

に
興

つ
だ
事
實

よ
り
考

へ
て
見

る
ご
、
荷

澤

の
後

を

縫

い
だ
無
明

藤
師

も
或

は
華
嚴

宗

ざ
何

等

か
の
關
係

の
あ

つ
だ
人

か
も
知

れ

な

い
の
で
あ
る
。

叉
清
凍

大
師
澄

襯
が

五
台
山

に
於

て
無

明

に
墾

じ
彪
事

も
無

意
昧
な
も

の
で
は
な
く
大

い
に
注

目
す

べ
く
、
ヌ
由
來

あ
る
事

ご
知

ら
ね

ば

な
ら

な

い
。

之
實

に
唐

の
中
葉

に
出

だ
序

論

に
於

て
も
少
し
く
遽

べ
淀
如

く
灘
敷

一
致

の
端
を

開
け

る
も
の
で
あ

つ

宗
密
輝
師
の
灘
数
二
致
論
に
就
て
(
一
)

入

一



宗
密
輝
師
の
輝
{敏
一
致
論
に
曲厩
て
(
一
)

八
二

て
、
宗
密

の
如
き
は
此
腱

か
ら
來

て
ゐ

る
も

の
ざ
云

う
て
過

言
で
は
無

い
の
で
あ

る
。
試
み

に
澄
観

の
「
心
要
法
門

」

を
見

る

ご
、

唐

の
順

宗
帝

が
未
だ
東

宮

で
居

ら
れ
紀
時

に
蘇

明
俊

ご
云

憾
人

を
使

こ
し

て
澄
観

を
清
凍

寺

に
訪

は
し

め
、

法

に
就

て
質
問

す

る
所

あ

つ
把
時
、
澄
観

は
之

が
爲

に
心
要

を
述

べ
て
、

-

語
黙

不
γ失
昌玄
徹
一。
動
静
豊
離
邑法
界
一。
言
ツ止

則
墜

己

知
寂
μ◎
論
'観
則
墜

照

寂
知
麟。

語
レ謹

不
p可
'示
レ人
。
説
ワ理

む

む

む

む

む

　

む

む

非
.謹

不
り了
。
是

以
悟
レ寂
無
.寂
。
眞

如
無
知

以
・知

寂
不

二
之

一
心
一。
契
昌塞
有
讐
融

之
中
道

一。
無
佳
無
著

。
莫
レ掻

莫
レ牧

是
非

爾
亡
。
能
所
墜

絶
。
斯
絶
亦

絶
。
般

若
眼
前
。
般
若
非
飴心
外
新
生

閣。

-
:
・…
・。

芒
云
う

て
ゐ

る
を
見
れ

ば
如
何

に
華
嚴

の
彼

が
繹

家

ご
合

し

て
ゐ
る
か

い
伺

は
れ
、

一
個

の
暉

師

こ
し

て
現
は
れ

て

ゐ

る
を
知

る
事

が
出
來

る
。

此

の
澄

観

の
「
心
要

法
門
」
に
宗

密

は
註
を
書

い
て
居

る
。

(未
完

)


